
  
  

 石川県原爆被災者友の会事務局長 西本多美子さんのお話が本になりました 

 
 広島に原爆が落とされたのは、西本さんが 4 歳のとき。男の子の「Ｂ２９だ！」のひと声に命

を救われた西本さんとお母さん。その後、奇跡的に家族全員との再会を果たしますが、被爆で

苦しむ人、家族を亡くした人、疎開先で苦労するお母さんの涙を見ながら広島で育ちました。 
 

 今、被爆者の平均年齢は８０歳に近づいています。既に多くの方が亡くなり、当時の記憶が

鮮明な方は、病気や高齢のため証言活動をすることが難しくなってきました。そうしたなか、

西本さんのような幼児被爆者が、被爆証言を受け継ぎ、語り継いでいく時代になっています。 

 西本さんは、たくさんの方の被爆証言を読み込みながら、断片的に残る自身の被爆体験を

つなぎ合わせ、証言活動をされています。また、被爆者の指定医療機関を増やす取り組みや

被爆者健康手帳の取得、原爆症認定のために奔走されています。本書では、そのような西本さ

んの半生と想いが、西本さんの語り口調をそのままに、生き生きと綴られています。 
 

・ 本書は、平和サークルむぎわらぼうしのメンバーが西本さんのお話を文字起こしし、編集し、イ

ラストを描きました。本書をつくる作業そのものが、被爆者の証言と思いを受け継ぐ活動であ

り、本書を多くの人に読んでいただくことが、被爆の実相をひろめ、被爆者運動を受け継ぐ取り

組みとなります。 

・ 本書の売り上げの一部は、石川県原爆被災者友の会の「2015 年 NPT 再検討会議国際要請行動」へ

の派遣募金に充てられます。 

西本多美子さん 広島市出身。石川県原爆被災者友の会事務局長。４歳のときに広島で被爆。

自らの体験だけでなく、多くの被爆証言を受け継ぎながら、県内にとどまらず、国内外で講演、

被爆証言を行うなど被爆の実相を伝える活動を続ける。核兵器の廃絶と原爆被爆者への国家

補償を求めて国に働きかける一方、県内被爆者の原爆症認定支援にも精力的に力を注ぐ。 
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取扱い 石川県原爆被災者友の会 
       〒921-8145 石川県金沢市額谷 3-123 

       TEL/FAX 076-298-2487 
 

    核戦争を防止する石川医師の会 
      〒920-0902 石川県金沢市尾張町 2-8-23 

       太陽生命金沢ビル８階(石川県保険医協会内) 

      ＴＥＬ 076-222-5373 ＦＡＸ 076-231-5156 

 

 注文書  FAX 076-231-5156 (核戦争を防止する石川医師の会宛て) 
 

『広島のピカ－たみちゃん４歳の記憶、そして被爆者運動へ』 
 

注文者名 
 

 

住 所 

〒             
 

 

 

電話番号  

注文数         冊 （１冊５００円・送料別） 

 ※代金は、本書に同封する郵便払込取扱票からご入金ください。 イラスト かるべめぐみ 



 
 
 
   

『広島のピカ－たみちゃん４歳の記憶、そして被爆者運動へ』は、2013年 4月 7日に開催した平和サークルむぎわらぼうし 330回例会「ヒロ

シマ原爆ひばくしゃのお話をきく会」における西本多美子さん（石川県原爆被災者友の会事務局長）の講演内容を西本さんに加筆・修正いただき、平和サ

ークルむぎわらぼうしが編集したものです。（イラストは画家・かるべめぐみさん） 
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３．狙われた広島、8 時 15 分  

 

４．8 月 6 日、原爆投下の日  

 ◇その日、家族は  

 ◇男の子の一声に命を救われて  

 ◇病院に行くも、引き返す  

 ◇生死の分かれ目  

 

５．ブドウ畑で過ごした三日三晩  

 ◇家族全員との再会  
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